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1. はじめに 

矢作川では 1971 年に完成した矢作ダムの上流と

下流で生息している底生動物に違いが見られるこ

とが知られている（川﨑・内田, 2014; 岡田ほか, 
2016; 藤本ほか, 2017）。 

キカワゲラ属 Xanthoneuria はカワゲラ類の中で健

全な河床の流動性を示す指標となり得ることが指

摘されている（清水, 2010）。矢作川水系では、キカ

ワゲラ属は本流の矢作ダム上流では連続して分布

するが、矢作ダム下流ではキカワゲラ属は分布しな

い（川﨑・内田, 2014; 藤本ほか, 2017）。そこで、矢

作ダムの影響を受けていると考えられるキカワゲ

ラ属の 1種ヨウクルカワゲラXanthoneuria joukliiを、

指標生物として調査するのに適した季節を知るた

め生活史を調べた。 
 

2. 方法 

矢作ダムの上流に位置する岐阜県恵那市澄ヶ瀬

の上村川において 2017 年 4 月から 2018 年 7 月まで

月 1 回程度キカワゲラ属幼虫を採集した。 
採集されたキカワゲラ属の幼虫のうち、翅包が黒

色に変色するなど羽化が近いものは、生きたまま持

ち帰り、飼育した。その結果得られた 16♂18♀はす

べてヨウクルカワゲラであったので、この地点に生

息するキカワゲラ属はすべてヨウクルカワゲラと

推定される。幼虫は翅包の伸び率 B／A（図 1）を用

いて終齢幼虫（n）、（n－1）齢幼虫、それより若い

幼虫に区別した。 

 
3. 結果と考察 

澄ヶ瀬のヨウクルカ

ワゲラは 1 年 1 化であり、

5 月に羽化することがわ

かった（図 2）。また、幼

虫で調査するのに適し

た季節はある程度大き

な幼虫が採集できる 10
月から翌年 5 月中旬と考

えられる。 
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図 2．矢作川上流上村川澄ヶ瀬におけるヨウクルカワゲラの生活史（グラフ中の数字は個体数） 

図 1．中胸の正中線上の

長さ A と翅包の伸び B 
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